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北海道大学では、1992年度より大学における教育研究活動の在り方についての検討  

を通じて、大学内部からの活性化を促すために、全学的な自己点検評価体制を確立し、  

本学における教育研究活動及び組織の管理運営についての点検を行い、結果を公表す  

ることを決定した。   

低温科学研究所では、それに対応して、1992年より、前年度における研究所各部門  

の研究内容と活動状況、及び各教官の研究薬液と研究活動を年報として公刊し、全学  

自己点検評価資料の一部とした。   

今回発刊した年報には1993年1月から12月にわたる期間中の研究所各部門、各教官  

の研究活動、研究業績が収録されている。また、併せて全学自己点検評価委月食提出  

資料、本研究所が独自に行った点検項目資料も収録した。   

低温科学研究所は、1995年度より北海道大学ではじめての大学附置の全国共同利用  

研究所に転換し、それに伴って大幅な部門の再編成が予定きれている。   

これまでに蓄積した研究成果を基盤に、新体制の低温科学研究所が、今後、どの様  

な研究活動を展開し、更なる活性化のために努力するかについて、学内外から建設的  

なご意見、ご批判が寄せられることを期待すると共に、各教官が現状を認識し一層の  

努力を重ね、研究所を進展きせるために、この年報が役立つことを期待する。   

本年報の刊行にあたり、竹内教授を委月長とする低温科学研究所広報委月食委月各  

位のご尽力に感謝する。  

低温科学研究所長 藤 野 和 夫  
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低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設  

‡東上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物凍害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，342平方米）新築落成  

融雪科学部門増設  

凍上観測室新築落成（苫小牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降雪物理学部門廃止、雪氷気候物理学部門増設  

昭和16年11月  

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年3月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  
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氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  拝   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  拝   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   ／／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15～34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3．31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1～40．3．31   

9．吉 田 順 五   ／／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1－44．3．10   

11．黒 岩 大 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   ／／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   ／／50．4．21～53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21～55．4．1   

16．木 下 誠 一   ／／55．4．2～58．4．1   

17．木 下 誠 一   ／／58．4．2－61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2－平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   ／／3．4．16～6．4．15   

22．藤 野 和 夫   ／／6．4．16～   

氏  名  授与年月 日  

朝比奈 英 三   

酒 井  昭   

石 田  完   

小 島 賢 治   

木 下 誠 一   

鈴 木 義 男   

二坂 上 昭 一   

若 濱 五 郎   

茅 野 春 雄   

匂 坂 勝之助  

昭和53年 4月2日   

昭和58年 4月2日   

昭和59年 4月2日   

昭和61年 4月1日   

昭和62年 4月1日   

平成元年 4月1日   

平成2年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成6年 4月1日   



平成6年12月1日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事務官  技 官  その他  合 計   

12   8   5   19   18   13   5   80   

現 職 員  
所  長  教授 藤野 和夫   

物 理 学 部 門  教授 本堂 武夫  助教授 古川義純  助手 香内  晃   

応用物理学部門  

助手 河村 俊行  

気象学部門  

助手 荒川 政彦  

海洋学部門   

雪害科学部門  

助手 白岩 孝行  助手 福澤 卓也  

i東上学部門   

融雪科学部門  

助手 石井 吉之  

雪氷気候物理学部門   

植物？東害科学部門  教授 吉田 静夫  助手 佐藤 利幸  助手 荒川 圭太   

動物学部門  

助手 島田 公夫  

生理学部門   

生化学部門  

助手 落合 正則 （技官 安原 優子）  

附属流．氷研究施設   

（技官 池田 光雄）（技官 高塚  徹） 事務官 石川敬子  

臨時用務員 望月 重人   

技  術  部  部長 教授 秋田谷英次  副部長 教授 青田 昌秋  

先任・専門 技術官 大井 正行  

班長 技術官 瀬川 鉄逸  主任 技術官 石川 正雄  

主任 技術官 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官 池田 光雄  技術官 松本 慎一  技術官 安原 優子  

技術官 高塚   徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 大澤 光男  

（庶  務  掛）掛長 本田 宏勝  主任 浅野志のぶ  

事務官 小番亜湖  

（会  計  掛）掛長 木村 吉雄  主任 佐藤 健一  

主任 工藤 尋弥  事務官 岡林真弓  

事務官 森  誠  事務官 山名和也  

技官 須藤 正季  

（図  書  掛）掛長 佐藤  透  事務官 田中道子  

（第一研究協力室）主任 落合 紀子  事務官 石窪順子  

事務補助員 中野貴子  

（第二研究協力室）主任 菅原 史子  事務補助員 植松 泰子  

事務補助員 山口 智子  

（第三研究協力室）主任 招佐 郁子  事務官 佐々木敏之  

事務補助員 濱野 美香  

（低温機関室）主任 技官 佐々木 明 技官 伊藤 勝美  
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P誓≡。ユニご：慧よs崇慧t三■慧霊s。fi。。an。。1athrat。hydrat。S；  
Crystalgrowthandmorphologyof snowandice；Surfacemeltingandrougheningof  

icecrystals；Experimentalstudyonhaloformation；Physicalpropertiesofpolarice  

cores；IcescondensedfrommixedgasessuchasH20，CO，CO2andCH．inthesolar  

SyStem  

部門では，氷の原子レベルの構造から南極の巨大な氷床さらには宇宙の氷の研究ま  

で、雪と氷の物性物理学的研究を通じて地球科学・惑星科学の研究にアプローチし  当   

ている。   

自然の造形美を解き明かす雪の結晶の研究は、氷の表面構造を原子レベルで解明する研  

究およびそのパターン形成を実験とコンピュータ・シミュレーションで追求する研究へと  

発展している。これと関連して、大気中の微結晶が引き起こす光学現象や過冷却水中での  

氷結晶のパターン形成の研究も最近の新しい話題である。また、超高真空・極低温下で生  

成される氷の研究は、宇宙空間における水蒸気および気体成分の凝縮過程・蒸発過程の研  

究を通じて、太陽系惑星の起源を追求する研究へと発展している。   

一方、地球上で最大の氷の塊である南極氷床の研究は，氷床のミクロ構造から地球規模  

の気候・環境変動を探る研究へと発展している。具体的には、十数万年前の空気を保存し  

ているクラスレート水和物結晶の原子レベルの構造をⅩ線回析・レーザラマン散乱等の実  

験手法とモレキュラー・ダイナミクス等の理論的手法の両面から研究すると共に，そこで  

得られる情報を手掛かりに、約10万年周期で生ずる氷床変動（氷期と間氷期）とそれに連  

動する二酸化炭素濃度の変動の歴史を読み取る研究を目指している。  

研究テーマ   

教 授 本堂 武夫  シンクロトロン放射光による結晶構造の乱れに関する研究   

教 授 本堂 武夫  極地氷床コアの物性解析と気候・環境変動  
助教授 古川 義純  
助 手 香内  晃   

助教授 古川 義純  氷結晶の表面・界面現象の研究   

助教授 古川 義純  雪結晶及び氷結晶の成長における形態形成機構の研究   

助 手 香内  晃  アモルファス氷の物性と彗星の起源   
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A慧：r慧慧1慧㍊慧慧iit崇慧i：i芸子芸；芸…L。ti。St。。ies  
Ofpermafrostandmassivegroundice；Freezingcharacteristicsofwaterinporous  

media；Deformationmechanismsofpolycrystallineice；Crystallographicstructure  

andgrowthofseaice  

部門では、積雪から凍土、海氷、氷床などの種々の形態の雪氷を対象として、その  

マイクロ波特性、力学過程、結晶学的構造と成長過程などの研究を行っている。   当  

衛星や航空機を利用したリモートセンシングは積雪の広域探査、雪崩などの雪害対策、  

水資源の有効利用などに極めて有効である。そのためにはマイクロ波領域での積雪の反射、  

吸収特性等の基礎研究が必要である。それらの特性解明のためにFM－CWレーダーを用いて  

研究が行われている。   

多孔質体中の水は、普通の自由水とはその構造や物性が著しく異なる。例えばマイナス  

数度でも液体のまま存在し得る。このような系での氷の成長を、物質（水）と熱量の同時  

輸送現象とみなした理論的、実験的研究、さらに界面現象の立場から難着雪氷の材料の開  

発研究や、雪氷による大気成分の選択捕捉の研究を行っている。   

氷河や氷床の内部では温度、圧力、応力が複雑に作用し合って庄密、結晶成長、変形、  

破壊が繰り返され流動が起こる。氷床深部を再現した条件下で、多結晶氷の力学過程のマ  

クロとミクロの関係を明らかにする実験的研究を行っている。   

海氷のように不純物を含んだ水が？東結するとき不純物は濃縮されて結晶粒界に閉じ込め  

られてしまう。そのために特有のモザイク構造の結晶構造ができる。このような氷の結晶  

学的な構造とプラインの挙動を結晶方位の相対関係から明らかにする研究を行っている。  

研究テーマ   

教 授 藤野 和夫  積雪のマイクロ波特性を利用したリモートセンシングによる積雪  
内部構造の広域観測  

助教授 堀口  薫   

助教授 堀口  薫   

講 師 水野悠紀子   

講 師 水野悠紀子   

助 手 河村 俊行   

助 手 河村 俊行  

水晶分離現象の非平衡熱力学による理論解析   

多孔質媒体中の間隙水の凍結温度に関する実験的研究   

静水庄下に於ける多結晶氷の力学的性質に関する研究   

静水圧、応力緩和過程に於ける氷体内の微視的過程に関する研究   

海氷の内部構造及びプライン挙動に関する研究   

海氷の成長機構に関する研究   



eteorology（N．Maeno，H．Narita，K．Nishimura，M．Arakawa）  

Structures，meChanical，electricalandotherphysicalpropertiesofice，SnOWand  M   
ice／rock mixturesin relation to glaciers，ice sheets andicy satellites（cosmog－  

1aciology）；Fluidizationofsnow dynamicsofmixed－phasesnowflowinrelationto  

themechanismofblowingsnow，aValanches，SnOW－aCCretionandso on．  

は、地球だけに存在するのではなく、木星や土星より外側の、いわゆる太陽系外惑  

星領域にも多量に存在することが知られている。この領域には、氷を主成分とする  氷   

多数の氷衛星や彗星が存在している。気象学部門では、このような惑星科学的あるいは宇  

宙雪氷学的観点にたって、地球上の種々の雪氷現象、惑星形成、氷衛星形成に関わる様々  

な物理過程の研究に取り組んでいる。現在進められている研究内容は、大きく二つに分け  

られる。   

一つの柱は、氷および雪の、構造、力学、電気、熟、その他の物性に関する研究で、氷  

の加圧焼結機構を応用した雪の庄密・氷化の研究、低温下における氷の力学物性の研究、  

氷の高速衝突の研究、土星の輪のダイナミックスに関連した氷粒子の衝突・反発・破壊の  

研究、極域氷床コアの構造・物性と気候変動の関係の研究、等が行われている。   

もう一つの柱は、雪粒子あるいは氷粒子を含む流体、すなわち雪氷混相流の研究である。  

現在、雪氷混相流の典型例である雪崩と吹雪について、その発生機構、内部構造および動  

的諸物性を調べる目的で、大型風洞装置と低温雪崩シュートを用いた実験、および日本ア  

ルプス黒部峡谷やノルウェー・リグフォンでの野外観測が実施されている。  

研究テーマ   

教 授 前野 妃一   

教 授 前野 紀一   

講 師 成田 英器   

講 師 成田 英器   

助 手 西村 浩一   

助 手 西村 浩一   

助 手 荒川 政彦   

助 手 荒川 政彦  

雪氷物性および雪の庄密・加圧焼結機構   

流動雪の構造・動的特性および雪氷混相流   

雪の構造と変形・破壊に関する研究   

氷床における氷化過程と物性   

流動雪の動的特性に関する実験的研究   

表層雪崩の内部構造の研究   

氷衛星の内部構造変化に関連した氷レオロジーの研究   

惑星形成過程における衝突現象の実験的研究   



Ce 

O器慧。慧慧慧霊崇慧㍊霊慧崇n。th。。kh。tSkS。a；  
OceancirculationandeddiesintheOkhotskSea；Generationmechanismofpolynya  

；Linearinstabilityanalysisinmargiralicezone．  

冷な海域に於ては、海が海氷で覆われるために、大気一海洋間で熟及び物質（水蒸  

気・塩・炭酸ガスなど）の交換が抑制されるとともに、太陽放射に対する反射率（ア  寒   

ルべド）が著しく大きくなる。海氷のもつこのような特性は、その占める面積が季節や年  

により大きく変動するため、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては地球規模の気候  

変動にも大きく関与してくる。一方、南極周辺海域で海氷が生成する際に排出される高塩  

分水（プライン）は、世界の海洋深層水の源と考えられている。 当部門では、気候変動・  

海洋深層大循環とのかかわりというグローバルな観点から、寒冷な海域に於ける種々の海  

洋過程を研究している。ここ数年は、日本南極観測隊等に参加して、現場データの極めて  

少ない極域での観測研究を積極的に推し進めてきた。その一方で、低温室内での実験的研  

究、人工衛星・レーダーなどのリモートセンシングデータの解析、スーパーコンピュータ  

ーなどを利用した数値的・理論的研究などにも力を入れており、これらの研究と現場観測  

との比較研究によって興味深い成果が得られつつある。  

研究テーマ   

教 授 若土 正暁  
助教授 大島慶一郎  
助 手 深町  康   

教 授 若土 正暁  
助教授 大島慶一郎  
助 手 深町  康   

助教授 大島慶一郎   

助 手 深町  康  

南極発散域における大気一海洋相互作用と南大洋におけるその役  
割  

オホーツク海及び日本海における海洋・海氷研究  

南極沿岸・陸棚海洋域における力学的研究   

氷緑域における海洋・海氷場のメソスケール現象に関する力学的  
研究   



now Damage Science（E．Akitaya，R．Naruse，T．Yamada，T．Shiraiwa，  

T．Fukuzawa）  S  

Mechanism of avalanche release（Weak－1ayerin snow cover，aValanche forecast，  

afforestationatavalanchesites）；Dynamicsofglaciersandicesheets（Glaciervaria－  

tions，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleoclimate  

fromiceproperties）  

層雪崩は、弱層と呼ばれる弱い部分が積雪内部にあるとき、これが滑り面となって  

一瞬のうちに発生する。弱層にはいろいろの種類があり、その形成過程の研究は低  表   

温実験室や雪崩観測所（北大天塩地方演習林内）の山地で行ない、また実際の雪崩の現地  

調査から、アメダス等の気象データをもとに雪崩予知の研究を行なっている。山地豪雪災  

害の研究として、天塩地方では演習林と共同で山地積雪の堆積機構および森林と積雪の相  

互作用の研究、雪崩常習地の造林試験等を行っている。   

山岳地や極地の氷河・氷床は、数年から数千年のさまぎまな時間スケールにより変動を  

繰り返している。この様な陸上の雪氷の消長は、全地球的な海水面の変化を引き起こすの  

みではなく、地域的な気候や生態系に影響を与えたり、乾燥地域では深刻な水資源の問題  

等を生ずる。当部門では、長期的あるいは短期的な地球規模の気候・環境変化が氷河・氷  

床へ及ぼす影響とその仕組を研究課題の一つとしている。そのために、山岳氷河および極  

地氷床の変動機構、流動特性、氷河地形、氷コアの諸性質による古気候の解釈などについ  

て、野外調査、資料解析、室内実験等により研究をすすめている。  

研究テーマ   

教 授 秋田谷英次  
助 手 福澤 卓也   

教 授 秋田谷英次  
助 手 福澤 卓也   

教 授 秋田谷英次  
講 師 山田 知充  
助 手 福澤 卓也   

助教授 成瀬 廉二  
助 手 白岩 孝行   

助教授 成瀬 廉二   

講 師 山田 知充  
助 手 白岩 孝行  

表層雪崩発生予知の研究  

積雪の変態と弱層形成機構  

積雪氷河災害の研究  

山岳氷河の変動特性に関する研究  

氷床の変動と動力学的特性の研究   

氷河の水文学的研究  

助 手 白岩 孝行  南極氷床の堆積に関する研究   



rO 

F琵£；慧ご妄£…て誓＝1三ご慧i去二慧。，。tranSf。r。。，ings。ilfre。Zing；  
Behaviorsofunfrozenwaterinfrozensoil；Mechanicalandthermalpropertiesof  

frozensoil；Adfreezing；Frostheavecharacterofpowdermaterials；Permafrost  

expeditionsinArcticandAntarcticreglOnS．  

面がきびしい寒さにさらされて凍るときに、隆起する現象が凍上である。凍上現象  

の基本機構は、凍結線より下の凍っていない土の中の水が、凍結線に移動して氷と  地   

して析出することである。そのため、凍土の体積がふえ、地面が隆起する。このように、  

凍上過程では熟と水分の輸送が平行して起こるのが特徴であり、凍上学部門では、これを  

実験と理論の両面から、解明しようとしている。   

苫小牧の北大演習林内に凍上観測室があり、試験土を埋めた2ヶのプールについて、凍  

上量、地温分布、地下水位、凍上力、凍着凍上力等が毎冬継続して観測されている。   

実験室では、凍土の熟特性や力学特性の他に、各種の土試料を用いて凍上試験が行われ  

ている。凍上性にかかわる不凍水の定量測定も行っている。   

南北両極地域の永久凍土の調査も行っている。特に地面近くの凍結融解を繰り返す地層  

の特性や寒冷地形との関連に重点をおいている。  

研究テーマ  

教 授 福田 正己 気候変動が極域の永久凍土に与える影響の研究  
助 手 曾根 敏雄   

教 授 福田 正己  シベリア永久凍土の形成環境と気候変動の影響の研究  

教 授 福田 正己 凍上機構についての国際共同実験計画  
助 手 石崎 武志   

助 手 石崎 武志  凍上現象のメカニズムに関する研究   

助 手 曾根 敏雄  北海道の山岳永久凍土   

10  



n■ 
S㍊慧慧崇慧㍑慧霊；慧；∴ニI慧m。1ati。nan。  
ablation；Arealheatbalancein a drainagebasin；Boundary－1ayer meteorology；  

Snowmeltdischarge；Comparativesnow－hydrology；Forestmeteorology；Chemical  

dynamicsofsnowandsoil  

岳の積雪は貴重な水資源であるが、急激な融雪は洪水等の災害を引き起こす事があ  

る。さらに広範囲に積雪が存在すると、特異な大気環境を形成する。そこで当部門  山   

においては積雪地域水文学の一分野として流域内積雪の堆積・融解過程、河川への融雪水  

流出過程、及び流域内熱収支の研究等から流域の水循環の解明を研究の主眼においている。  

その研究内容は積雪の放射特性、積雪面近傍の大気境界層の観測、融雪熟収支、積雪面か  

らの蒸発、積雪内及び地中における融雪水の挙動、河川水温及び化学成分分析による融雪  

水流出機構、流域内水収支等であり、雪氷学、水文学、気象学の境界分野が対象となる。  

研究は主に北海道石狩川の支流の雨龍川源頭部に位置する試験流域（面積1．3km2、及び11km2  

の2流域）で行っている。  

1986年以降はアラスカ、カナダ、スピッツベルゲン等の極域においても、流域の水循環  

に重点をおいて気候特性、水文気象、流域特性等の比較雪水文学的研究をはじめている。  

研究テーマ   

教 授 小林  
助 手 石井  

二
之
 
 

大
吉
 
 

河川水の流出機構の研究  

二
敬
二
之
 
 

大
信
裕
書
 
 

林
川
玉
井
 
 

小
石
鬼
石
 
 

授
技
手
手
 
 
 

数
 
 

教
助
助
助
 
 

実験流域における水循環過程の研究  

敬
二
 
 

信
裕
 
 

川
玉
 
石
見
 
 
 

技
手
 
教
 
 

助
助
 
 

森林・斜面における融雪熟収支の研究  

助教授 石川 信敬  積雪の放射特性の研究   

助 手 兇玉 裕二 積雪内における融雪水の浸透機構の研究  

教 授 小林 大二  
助 手 石井 書之   

助 手 兄玉 裕二  雪氷一大気相互作用の研究  

助教授 石川 信敬   

助 手 石井 吉之  森林流域の水収支に関する比較研究  
教 授 小林 大二  

11   



ry 

C；慧二慧慧；‘㌫慧£崇慧micro。hysical。rOCeSS竺Of  
SnOWprOductioninsnowcloud；Rolesofoceaninclimatechange；EffectsofglaclerS，  

groundsnowandsea－iceonclimate  

冷圏における雪氷は気候変動と大きな関わりを持っている。気候変動が降雪、融雪、  

海氷に大きな影響を与える事は言うまでも無いが、逆にこれらは地球規模の気候変  寒   

動に大きな影響を与えている。氷は潜熱の形で熟を貯蔵、解放する事によって気温の変動  

を緩和する働きがあり、積雪は地表のアルベドを著しく変化させ太陽から地球が受ける放  

射熱に大きな影響を与える。降雪に伴う雲もアルベドを変化させる大きな要因の一つであ  

る。海氷は大気と海洋の熱交換を遮断し、また海氷の生成に伴って生じる高塩分、低温の  

海水は深層水として海洋の循環とそれに伴う熟輸送を促進する。しかし、これらの要因は  

素過程として解明されていない面が多いだけでなく、全体の系としての理解は未開の分野  

と言って良い。当部門では広い視野から降雪の機構等、これらの素過程を研究するととも  

に、雪氷と気候の関わりを大きな系としての理解を目指している。  

研究テーマ  

教 授 竹内 謙介 西太平洋熱帯域における大気・海洋相互作用  
助教授 遠藤 辰雄   

助教授 遠藤 辰雄  北海道における降雪気候  
教 授 竹内 謙介   

助教授 遠藤 辰雄 極域の降水機構に関する研究  

12  



rO 

F芸慧慧£：崇…1fミiニ：霊芝；，sニ£：エ£禁：£ti。n。f。Iants．Physi。＿  
logicalfunctionsandbiosynthesisoftonoplast protontranslocatingenzymes．Cryomi－  

croscopic studies on ce11ular responses to temperature stress．Phenologicaland  

developmentaldivergenceofpteridophyteslifehistoriesinthecoldclimate．  

▲  年を通じて気候が温暖な熱帯や亜熱帯で生育する植物と、ノ昼と夜さらには季節によ  

って気温が大きく変化する温帯以北で生育する植物では、低温に対する適応能力が  

異なっている。前者では一般に低温に対して敏感で、0－10℃の冷温で著しい傷害を受け  

易いが、後者では低温耐り性が高く、真冬では－30℃以下の凍結に耐えるものも多い。このよ  

うな細胞の凍結脱水に対する耐性（耐凍性）は季節によって異なり、夏の生育期には低く、  

秋から冬にかけて気温の低下と共に著しく増大する（低温馴化）。   

これまでの研究から植物細胞の低温適応には液胞膜や紳胞膜が重要な役割を持つことが  

明らかとなった。特に、冷温（0－5℃）における液胞膜H＋－ATPaseの失括とそれにとも  

なう細胞質の卵の低下（酸化性）、カルシウム濃度の異常な上昇等は冷温傷害の主要因と考  

えられている。そのため、本酵素の低温安定性に関する分子機構の解明や細胞内カルシウ  

ム濃度の調節機構の解析は、今後の植物耐冷性における研究課題である。一方、細胞の凍  

結脱水による細胞膜の超微細構造と生理機能の損傷や細胞内イオン環境の不可逆的な変化  

は凍結傷害の原因と考えられ、低温馴化した細胞ではこれを防止する特別な機構が耐凍性  

の増大に関与しているのであろう。そこで、植物細胞の低温馴化にともない細胞膜で著し  

く増加する低分子膜蛋白質の分子構造や生理機能を分子レベルで解明する試みも進められ  

ている。さらに、このような細胞および分子レベルでの研究に併せて、植物の器官、個体、  

個体群レベルでの寒冷適応進化に関する生態学的研究も行なっている。  

研究テーマ   

教 授 吉田 静夫  植物の低温適応機構に関する生化学的研究   

教 授 吉田 静夫  植物の環境ストレス応答に関する細胞計測学的研究   

助 手 佐藤 利幸  シダ植物の生活史における寒冷適応進化   

助 手 佐藤 利幸  北半球中緯度の比較植物相と植物群集の共存機構   

助 手 荒川 圭太  植物の低温耐性の分子機構に関する研究  

13   



O 

Z慧慧ご震。三三：≡；S㍑霊㍊莞慧inh。rbiv。r。。Sins。。tS；  
Physiologyofcold－hardinessinterrestrialinvertebrates  

球上に生息する生物は、熱帯から極地に向かって次第に厳しくなるさまざまな環境  

傾度に適応している。当部門では、地球規模の環境傾度に沿った生物多様性の変化  地   

の様相とその機構、および、地域群集内での個体の適応的形質、時空間の個体群構造、種  

間の相互作用による多様性の維持機構の解明をめざしている。また、生物の気候適応に関  

して、生理・生態的研究を行っている。   

なお、近年問題になりつつある地球規模の気候変動の生物群集への影響をモニターする  

意味から、いろいろな気候帯で、生物群集の季節および年次変動の継続調査を計画中であ  

る。  

研究テーマ   

教 授 戸田 正憲  ショウジョウバエ群集の温帯適応に関する研究   

教 授 戸田 正憲  北半球のショウジョウバエ相に関する分類学的、生物地理学的研  

究   

助教授 大串 隆之  食菓性昆虫の集団生物学   

助教授 大串 隆之  植物と動物の相互作用に関する研究   

講 師 丹野 暗三  昆虫の耐寒性の生態生理学的研究   

助 手 島田 公夫  動物の寒冷適応   

14  



a 

P篭慧㌫慧霊慧慧慧慧I。Wt。m。。rat。r。。nVir。nm。ntin  
higherplants；Proteinhydrationanditsrelationwithproteinstabilityinfrozenstate  

；Mechanismandmolecularaspectsofchangesinmicrobialfunctionrespondedtoa  

Shiftintemperature；Adaptationofbiologicalcellstofreezingstresses．  

和54年に部門の転換が行なわれ、これと同時に研究課題も変わって低温環境に対し  

て細胞の機能が適合する過程の解析が主な課題になった。温暖な夏の気候でよく生  昭   

育したのち、きびしい寒波の襲来する冬には休止状態でたくみに生き続ける植物・微生物  

の生活を一層よく理解する必要があるからである。   

環境温度（あるいは生育相）の変化に対応して細胞の構造と物質代謝機能の変わること  

が必要である。これらの問題を解決する為に①細胞の還元状態を維持する機能、②越冬植  

物のアミノ酸および糖代謝機能、③越冬期の細胞小器官の活動、④新規細胞小器官の検索、  

⑤新規細胞小器官の越冬に関する生理的役割、⑥温度ストレスに対応して蛋白質を質的に  

変化させる細胞機能、⑦凍結ストレスによる植物の適応のメカニズム及び、⑧蛋白質の水  

和特性と凍結融解及び凍結乾燥に対する安定性との関係等の研究を進めている。また、応  

用的課題として長期間の凍結保有中に植物細胞が死ぬ理由の解明を行なっている。  

研究テーマ   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

講 師 花房 尚史   

肋 手 荒木  忠   

助 手 荒木  忠  

蛋白質の水和特性と凍結融解・‡東結乾燥に対する安定性との関係   

脂質のpolymorphicな変化と水和特性の関係   

溶解と水構造   

微生物の低温適応に関する比較生化学的研究   

好冷ブビリオ菌に於ける蛋白質合成及び分解の環境温度に対応し  
た調節機構  

助 手 藤川 清三  凍結ストレスに対する植物の適応と傷害のメカニズム   

助 手 藤川 清三  深過冷却による植物細胞の寒冷環境適応機構   

助 手 藤川 清三  植物の低温順化機構の形態科学的研究  

15   



io 

B慧；慧∑芸慧こs慧憲慧i慧慧芸慧こgth。S。r，iva．。f  
parasitoidsintheirhosts；Molecularmechanismoflipidtransportininsects．   

日 虫で特に顕著な生物現象がいくつも知られている。この昆虫に特徴的な生物現象に  

上払っいての研究は、昆虫が熱帯から寒帯にわたる多様な生活環境に適応した、地球上  
でもっとも繁栄している動物群である理由の解明につながるだろうと考えられる。   

当部門ではこのような立場にたって、昆虫の生体防御機構、寄生蜂の寄生戦略、脂質輸  

送の機構についての研究を行なっている。  

研究テーマ   

教 授 芦田 正明   

教 授 芦田 正明   

助教授 早川 洋一   

助教授 早川 洋一   

助 手 片桐 千例   

助 手 片桐 千傍   

助 手 落合 正則  

フェノール酸化酵素カスケードの研究   

外骨格の生体防御における機能に関する研究   

寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明   

寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明   

昆虫血液リボホリンの構造と機能   

昆虫の寒冷地適応の研究   

液性生体防御における異物認識の分子機構   
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ea 

S志慧：ニ慧三豊：芸∠禁。‡慧L慧三≡：慧：）n。tW。rk；。。。andynamics  
incoastalregions；Air－ice－Seainteractioninmarginalicezones；Measurementsof  

theatmosphericandoceanicboundarylayersandsea－icefeaturesaroundtheAir－Sea－  

IceObservationTower；Measurementsoftheturbulentoceanicboundarylayerunder  
landfastseaiceandinpolynyaregions；SeaicestudiesoffSakhalin  

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー網を  

備えている。施設設置（1965年）以来、このレーダー網による流氷の分布、流動につ  当   

いての研究が続けられてきた。また、対馬暖流分岐一宗谷暖流－の観測が行われ、その流  

動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）を敷設、さらに1991年  

にはサロマ湖畔に気象観測ステーションを設置し、この流氷タワー周辺海域およびサロマ  

湖を水練海のモデル海域と考えて、海氷生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環境へ  

の影響等の研究を進めている。   

海水域、特に水練域の季節や年変動は、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては全  

地球規模の気候変動に大きく関与している。また氷縁域は海氷域に比べ海洋生物生産が著  

しい。当施設では、海氷域および水練域での海洋過程を研究するために、米国・アラスカ  

大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋省と共同で、高緯度海域（ボフォー  

ト海、ハドソン湾、カナダ北極海）と水練海（オホーツク海）の気象・海象現象、海洋生  

物環境の比較研究を行っている。   

また、ポリニアと呼ばれる海氷野中の開水面も海水域と比べ生物生産が高いが、東グリ  

ーンランドのNartheastWaterPolynyaにて、Polynyaの生成・維持機構の解明およびエ  

ネルギー・フラックスの観測の研究計画に参加している。   

ロシア共和国・サハリンの海氷研究者と共同で、サハリン北部の海水域で、海氷生成に  

伴う、大気一海洋間相互作用の研究を開始した。この成果は、オホーツク海南部の氷縁域  

の研究成果と比較される。  

研究テーマ   

教 授 青田 昌秋  オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について   

教 授 青田 昌秋  アルゴスブイによるオホーツク海流氷の漂流調査   

教 授 青田 昌秋  結氷海域における大気一海洋の相互作用  

助 手 白澤 邦男  

教 授 青田  
助 手 自i畢   

教 授 青田  
助 手 白澤   

教 授 青田  
助 手 白澤   

助 手 白澤  

昌秋  サハリン北部海氷調査  
邦男   

昌秋  北極海、水練域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響に  
邦男  ついての比較研究   

員秋  NartheastWaterPolynyaにおけるエネルギー・フラックスの  
邦男  観測   

邦男  海氷生長過程における海洋一海氷の相互作用  

助 手 白澤 邦男  一年氷を通じてのエネルギー・フラックスの観測的研究  
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（平成5年度）  

国 際  研 究 テ ー  マ  低温研参加教官  研究場所  

1）極地氷床における空気包積水和物の形成過程と気 教 授 本堂 武夫（物理学）   

候変動に関する研究  

2）氷結晶の表面融解の動的性質の研究  助教授 古川 義純（物理学）  

3）日本海底層水形成にかかわる間宮海峡の海洋・海 教 授 若土 正暁（海洋学）   

氷研究  

4）中国黒竜江省の大陸性地吹雪に起因する雪害の級 数 授 秋田谷英次（雪害科学）  

合研究  助教授 石川 信敬 （融雪科学）  

講 師 成田 英器 （気象学）  

助 手 石井 吉之 （融雪科学）  

5）アンデス南部・パタゴニア地域における近年の氷 助教授 成瀬 廉二（雪害科学）   

河変動の特性  

低温研  

ワシントン大学、低温研  

ワシントン大学、極地研  

究所  

中国黒竜江省  

アルゼンチン、テリー  

ネパール  

シベリア  

6）ネパールヒマラヤの氷河湖研究  

7）気候変動がシベリア永久凍土地域の凍土圏・生物   

圏へ与える影響の研究  

8）シベリア凍土中の気体の分析に関する共同研究  

9）南北極域における永久凍土の形成とそれに及ぼす   

影響の研究  

10）アラスカ永久凍土中の地下水形成環境の研究  

11）西シベリアノリリスクにおける凍着岩石の凍結破   

壊過程についての実験的研究  

12）北極雪氷調査研究  

講 師 山田  

教 授 福田  

助 手 佐藤  

教 授 福田  

教 授 福田  

助 手 曽根  

教 授 福田  

知充 （雪害科学）  

正己 （凍上学）  

利幸   

（植物i東害科学）  

正己 （凍上学）  

正己 （凍上学）  

敏雄 （／′）  

正己 （凍上学）  

シベリア  

シベリア、南極  

アラスカ大学、ワシント  

ン大学  

西シベリア、ワシントン  

大学  

カナダ、スピッツベルゲ  

ン  

西太平洋熱帯域  

日本海  

カナダ北極圏  

中国・海南島、広東省昆  

）
）
学
 
 

学
 
 
科
 
 

上
 
〃
 
雪
 
 

凍
 
 
融
 
 

志
己
 
二
 
 

武
正
 
裕
 
 

崎
臼
 
玉
 
 

石
福
兄
 
 

手
技
手
 
 

助
教
助
 
 

13）TOGA－COARE （熱帯海洋と全球大気一大気・教 授 竹内 謙介   

海洋結合系の反応の研究）  （雪氷気候物理学）  

14）日韓日本海観測計画  教 授 竹内 謙介  

（雪氷気候物理学）  

15）中緯度の気象・気候に与える極気団の形成と活動 助教授 遠藤 辰雄   

に関する研究  （雪氷気候物理学）  

16）中国産ショウジョウバエの系統分類学・進化遺伝 教 授 戸田 正憲 （動物学）   

虫研究所、低温研  

（附属流氷研）カナダ・北極海、北海道  

（附属流氷研）オホーツク海、サハリン  

（ ／／ ）沖  

（融雪科学）  

（附属流氷研）オホーツク海  

（ ／／ ）  

（附属流氷研）束グリーンランド海  

（ J／ ）  

学に関する総括的研究  

17）北極海ポリニア域における生物生産過程の研究  

柑）日本・ロシア両国によるオホーツク海・サハリン   

沖海氷の共同調査  

19）アルゴス・ブイによるオホーツク海の流氷の漂流   

調査  

20）NortheastWaterPolynyaにおけるエネルギー・フ   

ラックスの観測  

男
秋
 
男
二
 
秋
男
秋
男
 
 

邦
昌
邦
裕
昌
邦
昌
邦
 
 

澤
 
田
 
澤
玉
 
田
 
澤
 
田
澤
 
 

白
青
白
兄
青
白
青
白
 
 

手
授
手
手
投
手
技
手
 
 

助
教
助
助
教
助
教
助
 
 

国 内  低温研参加教官  研 究 場 所  研  究  テ  ー   マ  

1）雪の結晶の成長過程のシミュレーション  助教授 古川 義純 （物理学）  

2）微′卜重力環境での結晶成長の研究  助教授 古川 義絶 （物理学）  

3）着雪氷防止材料の開発とその応用技術に関する研 教 授 藤野 和夫（応用物理学）   

究  助教授 堀［］ 薫（／／ ）  

講 師 水野悠紀子（ ／／ ）  

学習院大学、山口大学  

東北大学、宇宙環境利用  

研  

北海道工業試験場、北電  

㈱総合研究所、北海鋼機  

㈱、㈱シオン、僻）日本気  

象協会北海道本部  

極地研究所、低温研  （気象学）  

（／J）  

（／／）  

（気象学）  

4）極地雪氷の構造と力学・電気的特性に関する研究  器
一
彦
彦
 
 

英
紀
政
政
 
 

田
 
野
 
川
 
川
 
成
前
荒
荒
 
 

師
技
手
手
 
 

講
教
助
助
 
 

低温研   5）デジタル画像を用いた比較惑星地質学の総合研究  
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教 授 若土 正暁 （海洋学）  

助教授 大島慶一郎 （／／）  

極地研究所  6）南極域における気候変動に関する総合研究計画  

7）衛星データ解析によるアンデス・パタゴニア地域   

の氷河変動特性とメカニズム  

8）氷床動力学的情報の観測技術の開発  

9）ドーム域における氷床雪氷研究計画  

助教授 成瀬 廉二 （雪害科学） 低温研、筑波大学  

二
 
行
 
二
 
器
二
 
行
二
 
充
二
 
己
己
己
 
廉
孝
廉
英
裕
孝
大
知
裕
正
 
正
 
正
 
 

瀬
岩
瀬
 
甲
玉
岩
林
 
田
 
玉
 
田
 
田
 
田
 
 

成
白
成
成
兄
自
小
山
兄
福
福
福
 
 

授
手
技
師
手
手
技
師
手
授
授
授
 
 

教
 
 
教
 
 

助
 
助
 
助
講
助
助
教
溝
助
教
教
教
 
 

（雪害科学） 極地研究所、低温研  

（／／）  

（雪害科学）  極地研究所、南極地域  

（気象学）  

（融雪科学）  

（雪害科学）  

（融雪科学） 極地研究所、低温研  
（雪害科学）  

（融雪科学）  

（凍上学）  東京文化財研究所  

（凍上学）  小樽市  

（凍上学）  東京工業大学  

（凍上学）  北海道教育大学  

（凍上学）  名古屋大学  

（融雪科学） 北海道教育大学  

（／／）  

（ ′／）  

（ ′／）  

京都大学、西太平洋域  

10）氷床雪氷層の物理的・化学的組成の変動に関する   

研究  

11）中国敦燈莫高窟壁画保存に関する研究  

12）小樽市手宮洞窟壁画保存に関する研究  

13）シベリア地域でのメタンガス検出機器の小型化の   

ための研究開発  

14）釧路湿原から発生するメタンガス観測  

15）永久？東土中の氷の酸素同位体比に関する研究  

16）融雪水の積雪内浸透の非一様性の研究  

田
 
田
林
川
玉
井
内
 
 

福
福
小
石
鬼
 
石
竹
 
 

授
授
授
授
手
手
授
 
 

教
 
 

教
教
教
助
助
助
教
 
 

己
己
 
二
 
敬
 
二
 
之
 
 

止
 
正
大
信
裕
喜
 
 17）西太平洋域における大気・海洋結合系のダイナミ   

クスの観測  

1郎 気候モデルの開発および気候変化の数値実験  

19）極城の気候変動に関する総合研究  

謙介  

（雪氷気候物理学）  

教 授 竹内 謙介  

（雪氷気候物ヨ聖学）  

助教授 遠藤 辰雄  

（雪氷気候物理学）  

助 手 河村 俊行（応用物理学）  

東京大学  

南極域  

20）熱帯林生態系の環境及び構造解析に関する研究  助 手 佐藤 利幸  

（植物凍害科学）  

21）自然度の高い生態系の保全を考慮した流域管理計 助 手 佐藤 利幸   

画に関するランドスケープエコロジー的研究  （植物Ⅰ東害科学）  

22）厚岸ベカンベウシ川流域の高層湿原の生態学的研 助 手 佐藤 利幸   

マレイシア  

東北海道  

厚岸町  

日本原子力研究所  

紋別沖、サロマ湖  

紋別沖、サロマ湖  

究  

23）中性子溶液散乱によるリボホリンの構造解析  

24）水練海域における大気・海洋間の熟輸送機構と氷   

野の運動についての研究  

25）リモートセンシングによる大気一海氷一海洋相互   

作用の研究  

26）海水域の海洋環境と海洋境界層の乱流構造の研究  

（植物凍害科学）  

千例 （生化学）  桐
田
澤
田
 
澤
澤
 
 

片
青
白
青
白
 
自
 
 
 

手
技
手
技
手
手
 
 

助
教
助
教
助
助
 
 

（附属流氷研）  

（ ／J ）  

（附属流氷研）  

秋
 
男
秋
 
男
 
男
 
 

昌
邦
 
昌
邦
 
邦
 
 

（ ／／ ）  

（附属流氷研）サロマ湖  

学 内  研  究  テ  ー   マ  低温研参加教官  研 究 場 所  

1）寒冷積雪地域の水循環が大気・水質環境に及ぼす 教 授 小林 大二 （融雪科学） 北大雨竜・天塩・苫小牧   

影響の研究  

2）流域水収支と蒸発散の研究  

助教授 石川 信敬 （／／） 演習林  

教 授 秋田谷英次 （雪害科学）  

教 授 小林 大二 （融雪科学） 北海道  

助教授 石川 信敬 （J／）  

助 手 兄玉 裕二 （／／）  

助 手 石井 吉之 （／／）  

教 授 小林 大二 （融雪科学） 北海道  

助教授 石川 信敬 （／／）  

助 手 兄玉 裕二 （／／）  

助 手 石井 吉之 （／／）  

助 手 佐藤 利幸  

（植物凍害科学）  

助 手 石井 吉之 （融雪科学） 北海道  

3）寒冷積雪地域の水循環の研究  

4）道路建設に伴う森林環境変化に関する研究  
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5）多様な地表面を有する流域の水収支に占める蒸発   

散による水損失の季節変動の研究  
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手
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教
助
 
助
助
助
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（融雪科学） 北大雨竜演習林、母子里、  

（ ′′ ） 紋別  

（ ′′ ）  

（ ′′ ）  

（附属流氷研）  

（生化学）  低温研  6）昆虫の寒冷適応  

（平成5年）  

＊は、レフェリー制のあるジャーナルに掲載  

学術論文1）Shinozaki，T・・ 
． 

37（1993）＊  

2）Tabata，J．，Kawamura，K．，Goto，A．，Hondoh，T．and Mae，S．：A molecular dynamics study on  

StruCturalstabilityofclathratehydratecrystals．，ComputerAidedInnovationofNewMaterialsII：329  

－332（1993）  

3）Uchida，T・，Mae，S・，Hondoh，T，，Duval，P．andLipenkov，Ⅴ．YA．：Measurementsofsurfaceenergyof  

airhydratecrystalsinVostokicecore，Antarctica．，Proc．NIPRSymp．PolarMeteorol．Glaciol．7：1  

6（1993）＊  

4）Uchida，T・，Mae，S・，Hondoh，T．，Duval，P．andLipenkov，V．YA．：Effectsofairhydratecrystalson  
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8thInternationalSymposiumonOkhotskSeaandSeaIce，Mombetsu（1993）  
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13）香内 晃：宇宙空間での氷の不均一核形成．結晶成長討論会，広島県能美（1993）  
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17）河村俊行，大島慶一郎，牛尾収輝，滝沢隆俊：リエツオ・ホルム湾の海氷成長（ⅠⅠ）．第16回極域気水圏シン  
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2つの氷河の最近の変動．日本雪氷学会全国大会，新庄（1993）  

47）亀田貴取 成瀬廉二：庄密により形成される氷河水中の気泡について．日本雪氷学会全国大会，新庄（1993）  

48）山田知充，門田 勤，坂井亜規子：氷河湖の研究一湖の実体と形成発達過程－．日本雪氷学会全国大会，新  

庄（1993）  

49）門田 勤，Mool，P．Kり 坂井亜規子，山田知充：ネパール・ヒマラヤに於ける氷河湖調査．日本雪氷学合全  

国大全，新庄（1993）  

50）山田知充，藤田秀二，成瀬廉二，前 晋爾，東 信彦，藤井理行：寒冷氷床深層掘削用液封液の選定．日本  

雪氷学合全国大会，新庄（1993）  

51）河島克久，山田知充：積雪の変態に及ぼす気温の影響．日本雪氷学会全国大会，新庄（1993）  

52）尾関俊浩，秋田谷英次，成瀬廉二：融雪期の積雪表面に形成されるサン・クラストの観札 日本気象学会秋  

期大会，仙台（1993）  

53）福澤卓也：山岳雪崩災害の要因分析と今後の予防対策に関する研究．第30回自然災害科学捻合シンポジウム，  
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54）秋田谷英次，成田英器，小林俊一，和泉 薫，対馬勝年，石坂雅昭，楽 鵬飛：中国黒竜江省の気象と積雪  

調査．日本自然災害学会，東京（1993）  

55）山田知充：ネパール・ヒマラヤの氷河湖決壊洪水災害．日本自然災害学会，東京（1993）  

56）亀田貴雄，成瀬廉二：庄密氷化過程における気泡の体積．極域気水圏シンポジウム，東京（1993）  

57）前野英生，神山孝吉，古川晶雄，渡辺興亜，成瀬廉二 岡本健一，水津 武，浦塚清峰：雪上車搭載電波氷   

厚計による南極ドームF氷床の計札極域気水圏シンポジウム，東京（1993）  

58）山田知充，藤田秀二，成瀬廉二 前 晋爾，東 信彦，藤井理行：ドームF深層掘削用液封液の選定．極域  

気水圏シンポジウム，東京（1993）  

59）福田正己二’93釧路沖地震の地盤変状と予想凍結深の関係．日本雪氷学会北海道支部会平成5年度研究発表  

会，札幌（1993）  

60）福田正己  

61）福田正己  

62）石崎武志  

63）曽根敏雄  

64）石井苦之，  

65）兇玉裕二，  

66）兄玉裕二，  

永久凍土の地下水に含まれる気泡中のCH。濃度変化 日本地球化学会，東大阪（1993）  

アラスカのFoxTunnelの氷楔気泡ガス組成について．日本雪氷学会，新庄（1993）  

凍結しつつある多孔質中の水分移動．日本雪氷学会，新庄（1993）  

北海道置戸町鹿の子ダム左岸の永久凍土の地温の経年変化．東北地理学会，仙台（1993）  

小林大二：山腹斜面における土壌サクションの季節変動．陸水物理研究会，津（1993）  

竹内由香里，中林宏典：融雪水の氷河上の流下と再凍結について．日本雪氷学合，新庄（1993）  

石川信敬，中林宏典，白沢邦男，高塚 徹，榎本浩之，高橋修平：海氷成長初期の接地層変化．  

日本雪氷学会，新庄（1993）  

67）竹内由香里，兄玉裕二中林宏典，石川信敬，小林大二：融雪期の雪面蒸発量の地域特性．日本雪氷学会，  

新庄（1993）  

68）中林宏典，石川信敬，兄玉裕二，新美和造：融雪熟収支の流域への拡張．日本雪氷学会，新庄（1993）  

69）野村 睦，見玉裕二，石井吉之，小林大二：積雪内における融雪水の集中流下．日本雪氷学会，新庄（1993）  

70）石井書之，小林大二：山腹斜面における融雪期の土壌水分変動．日本雪氷学会，新庄（1993）  

71）′ト林大二石井吉之：融雪期における日ハイドログラフのリセッション・アナリシス．日本陸水学会，松江   

（1993）  
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72）石井吉之，小林大二：山腹斜面における土壌サタンョンの季節変動（2）．日本陸水学会，松江（1993）  

73）佐藤晋介，牛山朋釆，遠藤辰雄，竹内諌介，J－COARE観測グルー70：熱帯西部太平洋における積雲対流系の  

メソスケール構造（1）．日本気象学会1993年春期大会，東京（1993）  

74）伊藤進一，竹内謙介二MIXEDB．C．で現れた28年振動．日本海洋学会，仙台（1993）  

75）伊藤進一，竹内謙介：海洋大循環モデルの海表面における熟塩境界条件に関する考察．日本気象学会，仙台   

（1993）  

76）吉田静夫：植物の凍結傷害にともなう細胞質酸性化．日本植物生理学会大会，金沢（1993）  

77）佐藤利行：視野拡大に応じた寒地（雪氷城）植物の分布と出現頻度の変動．日本生態学会大全，松江（1993）  

78）佐藤利行：地球植生からみた北海道・シタを中心に．日本雪氷学会北海道支部大会，札幌（1993）  

79）佐藤利行：オンダ属の葉身タンパク質の分析，その比較形態とのとの対応．日本植物学会北海道支部大会，  

札幌（1993）  

80）佐藤利行：東シベリアの植物共存機構－タイガからツンドラへ－．日本植物学合北海道支部大会，札幌（1993）  

81）佐藤利行：温帯性シタの開業様式の類型試象 日本植物学会北海道支部大会，札幌（1993）  

82）島田公夫：マエグロハシリンョウジョウバエの分布と耐寒性．第16回極域生物シンポジウム，東京（1993）  

83）大串隆之：個体の生涯適応度を測る．第24回種生物学全プレシンポジウム，新潟，（1993）  

84）大串隆之：植食性昆虫における資源構造と個体群の内部構造．総合研究A「植物集団のサイズ構造の安定性  

と多種の共存機構」主催公開シンポジウム「生物集団の内部構造と多様性」，大津（1993）  

85）大串隆之：生物間相互作用における植物の防御物質の役乱 第11回筑波昆虫科学シンポジウム「食うものと  

食われるものの戦略一化学生態学からのアプローチ」，筑波（1993）  

86）大串隆之：個体群動態と個体の形質．第16匝l個体群生態学会シンポジウム「集団の構造と個体」，支易湖（1993）  

87）藤川清三，吉田静夫：木本植物の耐凍性の研究．日本電子顕微鏡学会北海道支部講演会，札幌（1993）  

88）藤川清三，Steponkus，P．L．，Valdez，C．A．，桑山正成：ガラス化凍結保存法の電子顕微鏡試料作成への応用  

の可能性．日本電子顕微鏡学会，神戸（1993）  

89）佐野雄三，渾沢和三，藤川清三：トドマツ凍裂木の材組織にみられる氷塊の分布と構造．日本木材学会，盛  

岡（1993）  

90）芦田正明，小泉淑子：家蚕幼虫クチタルに存在するフェノール酸化酵素前駆体を活性化するカスケード．日  

本動物学会第64回大会，那覇（1993）  

91）落合正則，芦田正明：フェノール酸化酵素前駆体カスケード．日本動物学会第64回大会，那覇（1993）  

92）勝見洋一，落合正則，芦田正明：フェノル酸化酵素前駆体活性化系を構成するセリンプロテアーゼ前躯体の  

活性化機構．日本動物学会第64回大全，那覇（1993）  

93）安原優子，落合正則，川端智久，土谷正和，松浦修治，芦田正明：家蚕幼虫体液中のフェノール酸化酵素前  

駆体が活性化によって切断される部位の同定．日本動物学合第64回大会，那覇（1993）  

94）早川洋一：被寄生アワヨトウ蛾幼虫血清から単離した細胞性免疫抑制タンパク質．日本動物学会第64回大会，  

那覇（1993）  

95）片桐千傍，大津 敬：トリアシルグリセロールからみたショウジョウバエの寒冷地適応．脂質生化学研究会  

第35回研究集会，東京（1993）  

96）大津 敬，片桐千偶，木村正人，堀 浩：温帯種と亜熱帯種の温度適応，キイロンョウジョウバエ種群とオ  

オショウジョウバエ種群の場合．日本ショウジョウバエ研究会第1回研究会，東京（1993）  

97）片桐千切，大津 敬：ショウジョウバエの温帯適応，Ⅰ．トリグリセリドの融点を決定するファクター．日  

本動物学会第64回大会，那覇（1993）  

98）大津 敬，木村正人，片桐千例，堀 浩：ショウジョウバエの温帯適応，ⅠⅠ．温帯種と亜熱帯種の温度耐性  

とリン脂質．日本動物学会第64回大会，那覇（1993）  

99）白澤邦男：ResolutePassage（Canada）の定着氷下の運動量，熟および塩フラックスの観札 日本海洋学会  

秋季大会，仙台（1993）  

学術講演  

学会特別講演  

氷Ihの構造と乱れ．，日本物理学会，岡山（1993）  

永久凍土の地下水に含まれる気泡中のCH4濃度変化‥ 日本地球化学会年会，東大阪（1993）  

植物液胞膜プロトンポンプの分子構造と細胞機能‥ 日本農芸化学会北海道支部例会受賞講演，札  

個体の生涯適応度を測る．，種生物学会，新潟（1993）  

生物間相互作用における植物の防御物質の役割．，筑波昆虫科学シンポジウム，筑波，（1993）  

電顕試料作成のための凍結の基本概念．，日本解剖学会／分析電顕懇話会，札幌（1993）  

植物の寒冷適応と細胞微細構造‥ 植物学会北海道支部大会，札幌（1993）   

1）本堂武夫  

2）福田正己  

3）前島正義   

幌（1993）  

4）大串隆之  

5）大串隆之  

6）藤川清三  

7）藤川清三  



8）Aota，M．：Long Term Variationin the Concentration of SeaIce along the Okhotsk Sea Coast   

Hokkaido．，InternationalSymposiumonOceanEnergyDevelopment，Muroran（1993）  

国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）古川義純：氷結晶の成長における形態形成のその場観察．，第40回応用物理学関係連合講演会結晶工学シンポ  

ジウム，東京（1993）  

2）古川義純：樹枝状晶の形態形成‥日本金属学会マイクログラビティマテリアルプロセッシングシンポジウム，  

東京（1993）  

3）Horiguchi，K．andNakano，Y．：Osmoticmodeloficesegregationリ4thInternationalSymposiumon   

ThermalEngineeringandScienceforColdRegions，Hanover（1993）  

4）Maeno，N．，Makkonen，L．andTakahashi，T．：Growthratesoficicles．，Int．Symp．onAppliedIceand   

SnowResearch，Rovaniemi，Finland（1993）  

5）Maeno，N．：Rheologicalcharacteristicsofsnowflows．，ThePierreBeghinInt．WorkshoponRapid  

GravitationalMassMovements，Grenoble（1993）  

6）Narita，H．andFujii，Y．：VoIcanicsignalsreleavedinicecoresfromEastAntarctica．，IGBPPAGES   

－INQUECOTMEETING，“ClimaticImpactofExplosiveVoIcanism”，Tokyo（1993）  

7）Naruse，R．：Glaciervariationsin Southern South America．，PEP（Pole－Equator－Pole）Workshop，  

Panama，（1993）  

8）Fukuda，M．：Climatic Records Storedin GroundIce of Permafrost．，IGBP PAGES¶INQUA COT   

Meeting，“ClimaticImpactofExplosiveVoIcamism”，Tokyo（1993）  

9）Ohgushi，T．：Complexityininsect－plantinteractions：CauSeandconsequence．，InternationalSympo－   

SiumonEcologicalPerspectiveofBiodiversity，Kyoto（1993）  

10）藤川清三：凍結理論とレプリカ．，日本電子顕微鏡学会／研究部会合同シンポジウム，東京（1993）  

11）荒木忠：微生物の低温適応／蛋白質合成を中心にして．，凍結及び乾燥研究会シンポジウム，東京（1993）  

12）早川洋一：寄生蜂による寄主選択の分子機構‥ 第11回「植物保護とバイオテクノロジー」シンポジウム，東  

京（1993）  
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（平成5年度）  

部門等名  職名  氏  名  賞  名  授 与 団 体   受賞論文筆名   受賞年月日   

気象学部門  講 師  成田 英器  日本雪氷学会  

学術賞  と破壊に関する力学的研究  

寒地技術賞  

（学術部門）  

寒地技術賞  吸水性ポリマーを用いた人工  
（産業技術部門）   積雪の研究   

（平成5年度）  

文部省科学研究費補助金  
（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  決定件数  交付決定金額   

代  表   1  特  別  推  進  研  究  
分  担  

代  表  が  ん  特  別  研  究  
分  担  

代  表   10   3   重  点  領  域  研  究            5，800  
分  担   3   2  

総  研  究  
代  表   3   1   12，100  

合  （心  

分  担   12   4  

総  研  
代  表   3   1   2，800  

合  究  （功  

分  担   4   3  

般  研  
代  表   

究  仏）  

分  担  

般  研  究  
代  表   6   16，800  

（B）  

分  担   

般  研  
代  表   17   

究  
13   15，300  

（C）  

分  担   1  

奨  励  研  究  （㈲  7   4   3，800   

奨  励  研  究  （B）  

特  別  研  究  月  奨  励  費  2   2   2，400   

試  験  研  究  
代  表  

仏）  

分  担  

験  研  
代  表   2   1   5，900  

試  究  （B）  

分  担   

代  表   5   3   21，000  国   際  学  術  研  究  

分  担   8   8  

学 術 定 期 刊 行 物  

研究成果公開  

促  進  費  

研究成 果公 開 発 表  

代  表  創 成 的 基 礎 研 究 費  
分  担   2   2  

代  表   62   34   85，900  
合  計  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表者として応募した教官実数 39 人  
◎ 採択された教官実数 代表 貴 人  

分担 27 人  

注 1 応募件数は、平成5年度中に本学から応募した件数である。  

2 決定件数及び交付決定額は、平成6年3月31日現在のものである。   
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重点領域研究  （単位：千円）   

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額  

部門等名 職名i氏 名   究  題          平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度  

物理学  
ける擬似液体層の微視的構造の研究  

海洋学   1，800  

植物凍害科学  助教授  前島 正義  植物液胞膜の2種プロトンポンプの分子構造  
と細胞生物学的特性   

合  計  3 件   5，800  

総合研究（A）   

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   

部門等名  職名  氏  名  究  題               平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   

植物凍害科学  助教授  前島 正義  植物細胞における液胞機能のダイナミクス  12，100  6，800  

合  計  1 件   12，100  6，800  

総合研究（B）   

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約顔   

部門等名  職名  氏  名  究  葛               平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   

応用物理学  教 授  藤野 和夫  氷床コアによる古環境復元の学際的研究推進  
計画の検討   

合  計  1 件   2，800  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   

部門等名  職名  氏  名  題               平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   

融雪科学  600  

蒸発散による水損失の季節変動の研究  
雪害科学  

地域の氷河変動特性とメカニズム  
物理学  

結晶の構造と生成過程に関する研究  
気象学  

クスと氷ユゴニオ関係の解明  
植桝東吉村学  

分子構造特性に関する研究  
物理学   

す役割の徴物理過程の実験的研究  

合  計  6 件   16，800  3，900  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

交付決定額  翌年度以降の内約名巨   

部門等名  職名  氏  名  題               平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   

応用物理学  600  

海洋熟流量  
融雪科学   600   

植物凍害科学  
活史  

動物学  
態学の新しいア70ローチ  

海i羊学  
海水研究  

800  
融雪科学  

の比較研究  
600  

淀米酢究施設  
賓循環過程の研究  

生化学   
した成長阻害ペプチドーその新規昆虫ペプ   
ナドの可能性と生成機構－  

物理学  助 手  香内  晃   アモルファス氷の熱伝導率   600   
気象学  

依存性に関する実験的研究  500                 i東上学   
いての研究   

合  計  13 件   15，300  2，600  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

題  交付決定額  翌年度以降の内約額   
部門等名  職名  氏  名  平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   
海洋学  

季節応答に関する研究  
生化学   

性化カスケードについて一異物認識の分子   

機構と生体防御の生化学的研究一  

900  
追跡  

凍上学   900  
合  計 4 件   3，800  
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特別研究員奨励責   
DCl，DC，PD等  

究  課  交付決定額  翌年度以降の内約額  
部門等名  特別研究員   研  題  

動物学  PD  田中 一裕  クモ類の季節適応と休眠の起源   1，200  

合  計  1 件   1，200  

外国人特別研究員  

受入れ  
研  究  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額  
部門筆名   題  
植物凍害科学  DanielYefremov   植物の低温馴化の生理学的、生化学的機構に  

関する研究   
合  計  1 件   1，200  

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   
部門等名  職名  氏  名  題               平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   

物理学  助 手  香内  晃  物質進化シミュレーター   5，900  1，900  

合  計  1 件   5，900  1，900  

国際学術研究  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

交付決定執  翌年度以降の内約額   
部門等名  職名  氏  名  題               平成5年度  平成6年度  平成7年度  平成8年度   

流氷研究施設  
リン沖海氷の共同調査  

？束上学  
生物圏に与える影響の研究  

雪害科学   
の氷河変動の特性   

合  計  3 件   21，000  5，000  

文部省科学研究費補助金以外の各省庁等からの研究費  
（単位：・干円）  

部門等名  区分  職 名  氏   名  省 庁 等 名  研究費 の 名 称  研  究    課   題  金 額   

気 象 学   教 授  前野 紀一  文部省   国際研究集会派遣研究員  応用雪氷研究の国際シンポジウム   409   

分担                凍 上 学   教 授  福田 正己  環境庁   地球環境研究総合推進費  シベリア・ツンドラ地帯の凍土融解に伴  
う大気微量成分の放出に関する研究  

昆虫のフェノール酸化酵素カスケードに   

補助金   関する研究  

物理学   

植物凍害科学  分担  助 手  佐藤 利幸  北海道   北海道科学研究費補助金  ベカンベウシ湿原の生態系解析   200   

植物凍害科学  自然度の高い生態系の保全を考慮した流  
域管理計画に関するランドスケープェコ  
ロジー的研究  

植物凍害科学   地球環境研究稔合推進費     熱帯林生態系の解明めぎして   980   

生 化 学  分担  助 手  片桐 千便  厚生省   厚生科学研究費補助金  昆虫リボホリンの構造と機能（昆虫の寒  
冷適応）   

合  計  8 件  11，110   

研究助成団体等からの研究助成金  
（単位二千円）  

部門筆名  区分  職 名  氏   名  団 体 名  研究助成金の名称  研  究    課   題  金 額   

雪害科学  分担  1，000   
技術振興財団  

物 理 学  糊責苦奨学会   100   
（渡航費）  

代表   
物 理 学  ンター   発助成   度向上をめぎした風速場算出ソフトの閑  

発   

合  計  3 件  2，300  
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（平成5年度）  

（単位：千円）  

奨 学 寄 附 金  受  託  研  究  民間等との共同研究   

件 数   金  額   件 数   金  額   件 数   金   額   

20   19，500   3   7，221   1，000   

（平成5年度）  

職名  氏 名   渡航目的国  期   間  渡  航  目  的  

1 助 手 白澤 邦男 ドイツ・公海上 5．4．9－5．7．9  

2 教 授 若土 正暁 ポルト ガル 5．4．17～5．4．25  

3 教 授 前野 紀一 フィンランド 5．4．17～5．5．1  

連 合 王 国  

東グリーンランド海ポリニア域の海洋およ  

び海氷観測  

第7回世界海洋観測システム計画委月会出  

席  

応用雪氷研究の国際シンポジウムおよび雪  

氷研究打合せのため  

第2回目韓日本海観測計画会議出席  

シベリア永久7東土の地中温度モニタリング  

調査及び凍上機構についての研究打合せ  

北極雪氷圏変動を示す氷コア気候一環境シ  

グナルの研究  

TOGA－COARE研究推進委月全出席およ  

びデータ収集研究打合せ  

昆虫の生体防御機構に関する研究打合せ  

東グリーンランド海ポリニア域の海洋およ  

び海氷観測  

国際地質対比計画（IGCP253）ウィニペグ  

会議出席  

気候変動がシベリア永久？東土地域の凍土  

圏・生物圏に与える影響の研究の調査  

第6回永久；東土国際会議参加及び界面水の  

凍結に関する討論のため  

第6回国際永久凍土学会出席及び同学会主  

催の天山山脈への巡検に参加するため  

気候変動がシベリア永久凍土地域の永久凍  

土圏にあたえる影響の研究  

「大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究」  

に関する共同研究  

「大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究」  

に関する共同研究  

日本海及び東シナ海の水と物質循環の研究  

の日本海観測に参加のため  

シベリア永久凍土地域におけるメタンの発  

生及び地温に関する調査並びに天山山脈に  

おける永久？東土の地温観測  

第4回表面構造国際会議出席発表ならびに  

結晶学に関する研究打合せ  
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介
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4
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韓  国 5．4．21－5．4．24  

ロ  シ  ア 5．5．7－5．5．22  

6 助 手 兄玉 裕ニ ノ ル ウ ェ ー 5．5．24～5．6．28  

7 教 授 竹内 諌介 ア メ リ カ 5．5．26－5．5．31  

ス
 
上
 
 
 

ン
 
 
 

海
 
 

一
フ
 
 
 

フ
 
公
 
 
 

明
 
秋
 
 

正
 
昌
 
 
 

田
 
田
 
 

声
音
 
 
 

授
授
 
 

教
教
 
 
 

（
X
）
 
9
 
 

5．6．2－5．6．10  

5．6．21－5．8．10  

10 助 手 白岩 孝行 カ  ナ  ダ 5．6．26－5．7．6  

11 助 手 佐藤 利幸 ロ  

12 助教授 堀口  薫 中  

13 助 手 曽根 敏雄 中  

14 教 授 福田 正己 ロ  

15 助教授 石川 信敬 中  

16 助 手 石井 吉之 中  

シ  ア 5．6．28～5．7．26  

国 5．7．4－5．7．15  

国 5．7．4－5．7．19  

ア 5．7．13～5．9．6  

国 5．7．26～5．8．6  

国 5．7．26－5．8．6  

17 助 手 深町  康 日 本 海 上 5．8．2～5．8．31  

18 助 手 曽根 敏雄 ロ  シ  ア 5．8．7～5．8．27  

19 助教授 古川 義純 中  国 5．8．14～5．8．20  



20 講 師 山田 知充 ア メ リ カ 5．8．31－5．9．15  カリフォルニア大学デービス校において水  

理観測に関する研究打合せ並びに第5回南  

極雪氷学シンポジウム出席とスコット極地  

研究所における南極観測に関する研究打合  

せ  

日仏科学協力事業「極地氷床における空気  

包接水和物の形成過程と気候変動に関する  

研究」の成果を第5回南極雪氷学に関する  

国際会議にて発表並びにこの共同研究につ  

いての討論打合せ  

中緯度の気象・気候に与える極気団の形成  

と活動に関する研究の現地調査、観測、研  

究打合せ  

南極用自動気象観測装置に関する打ち合せ  

中国産ショウジョウバエの系統分瀾学・進  

化遺伝学に関する総括的研究のための現地  

調査  

第4回寒冷地域に於ける熱工学と熱科学に  

関する国際シンポジウム参加並びに界面水  

の物性に関する研究打合せ  

PEP（北極十赤道一南極に沿う古気候）ワ  

ークショップ出席  

北極海ポリニア域における生物生産過程の  

研究  

国際iAn Zoue（南極城）会議出席・発表  

ならびに大気海氷相互作用に関する研究討  

論のため  

TOGATAO（熱帯海洋と全球大気研究計  

画一熱帯海洋気象観測網）実行委員会出席  

海氷に関する国際シンポジウムー北京’93参  

加及び研究打合せ  

氷河湖の共同観測  

アンデス南部・パタゴニア地域における近  

年の氷河変動の特性に関する調査研究  

第35次（夏隊）南極地域観測  

第35次（越冬隊）南極地域観測  

第8回世界海洋観測システム計画委月会出  

席  

雪崩の発生機構に関する研究打合せ及び討  

日韓TOGACOARE研究会出席  

日韓TOGA－COARE研究会出席  

高速動力質量運動に関するピエールページ  

ング国際ワークショップ出席と雪氷混相流  

研究打合せのため  

日本・ロシア両国によるオホーツク海・サ  

ハリン沖海氷の共同調査  

日本・ロシア両国によるオホーツク海・サ  

ハリン沖海氷の共同調査  

オホーツク海の海氷調査  

凍上現象についての実験的研究と地球環境  

変動と永久i東土との関連についての研究打  

合せ  

オホーツク海の海氷調査  

熱帯林生態系の環境及び構造解析に関する  

研究にかかるシタ植物の生態調査  

「大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究」  

に関する共同研究及び資料収集   

21 教 授 本堂 武夫  ス
 
ス
 
 
 

ン
 
リ
 
 
 

ラ
 
ギ
 
 
 

フ
 
イ
 
 

5．9．4～5．9．18  

22 助教授 遠藤 辰雄 カ  ナ   ダ 5，9．7－5．9．22  
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3
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2
 
 
2
 
 

5．9．13－5．9．18  

5．9．17～5．10．16  

25 助教授 堀【］ 薫 ア メ リ カ 5．9．25－5．10．6  

26 助教授 成瀬 廉ニ パ  ナ  マ 5．9．25－5．10．6  

27 助 手 白澤 邦男 カ  ナ  ダ 5．9．25～5．10．12  

28 助 手 大島慶一郎 フィ ンランド 5．10．8－5．10．20  

ス  イ  ス  

29 教 授 竹内 謙介 インドネシア 5．10．17－5．10．22  

30 教 授 青田 昌秋 中  国 5．10．18～5．10．27  

31 講 師 山田 知充 ネ パ ー  ル 5．10．23～5．12．6  

32 助教授 成瀬 廉ニ アルゼンチン 5．11．1～5．12．10  
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3
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3
 
3
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極 5．11．14～6．3．28  

極 5．11．14～7．3．28  

ダ 5．11．14～5．11．23  

助 手 福澤 卓也 ス  イ  ス 5．11．30－5．12．17  36  
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3
 
3
 
3
 
 

5．11．30－5．12．4  

5．11．30－5．12．4  

5，12．4－5．12．16  

40 助 手 白澤 邦男 ロ  シ  ア 5．12．6～5．12．17  

41 助 手 兇玉 裕ニ ロ  シ  ア 5．12．6～5．12．17  

ロ
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2
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4
 
 
4
 
 

シ  ア 5．12．6～5．12．20  

シ  ア 5．12．20－5．12．27  

秋
季
 
 

昌
利
 
 
 

田
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青
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手
 
 

数
助
 
 
 

4
 
5
 
 

4
 
4
 
 

ロ   シ   ア 6．1．7～6．1．17  

マ レ ー シ ア 6．2．1～6．2．24  

46 教 授 秋田谷英次 中  国 6．2．26～6．3．8  
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47 講 師 成田 英器 中  国 6．2．26～6．3．8 「大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究」  

に関する共同研究及び資料収集  

48 助 手 石井 吉之 中  国 6．2．26～6．3．8 「大陸性吹雪に起因する雪害の共同研究」  

に関する共同研究及び資料収集  

49 教 授 福田 正己 ノ ルウ ェ ー 6．3．10～6．3．19 地球温暖化による永久凍土の変質と温暖化  

スウェーデン  ガスの放出についての研究打合せ  

50 教 授 青田 昌秋 口  シ  ア 6．3．11～6．3．25 日本・ロシア両国によるオホーツク海サハ  

リン沖海氷の共同調査  

（平成5年度）  

氏 名  所  属  来 訪 目 的  受入期間  

1 P．T．Brey  

2 池田元美  

3 避  陽  

4 孫  書  

5 P．W．Price  

6 楽 鵬飛  

7 H．J．Trodha1  

8 J．P．  

フランス・パスツール研究所・  

助教授  

カナダ・ベッドフォード海洋研  

究所・教授  

中国・黒龍江省交通庁科技処  

中国・黒龍江省交通庁科技処  

アメリカ・北アリゾナ大学・教  

授  

中国・黒龍江省交通庁科技処・  

副処長  

ニュージーランド・ ヴィクトリ  

ア大学ウェリントン校・教授  

アメリカ・ノバ大学海洋研究所t  

昆虫の生体防御機構についての研  

究打合せ  

オホーツク海とラブラドル海の海  

氷の比較に関する研究  

大陸性吹雪に起因する雪害の総合  

研究  

大陸性吹雪に起因する雪害の稔合  

研究  

植食性昆虫の種間相互作用に関す  

る研究打合せ  

大陸性吹雪に起因する雪害の総合  

研究  

氷の表面構造についての共同研究  

沿岸域の海洋不安定現象に関する  

研究  

凍上機構についての共同実験研究  

？東上機構についての共同実験研究  

大陸性吹雪に起因する雪害の総合  

研究  

日本海北部の海氷研究  

日本・ロシア両国によるオホーツ  

ク海サハリン沖の海氷共同調査の  

研究打合せおよび第9回北方圏国  

際シンポジウム「オホーツク海と  

流氷」出席  

日本・ロシア両国によるオホーツ  

ク海サハリン沖の海氷共同調査の  

研究打合せおよび第9回北方圏国  

際シンポジウム「オホーツク海と  

流氷」出席  

海氷研究についての研究打合せお  

よび第9回北方圏国際シンポジウ  

ム「オホーツク海と流氷」出席  

海氷研究についての研究打合せお  

よび第9回北方圏国際シンポジウ  

ム「オホーツク海と流氷」出席  

5．7．15～5．8．2  

5．8．1－6．8．29  

5．9．6－5．9．8  

5．9．6－5．9．8  

5．9．24－5．10．3  

5．10．1－5．10．22  

5．10．21～5．10．24  

6．10．26－6．10．29  

5．11．2－5．11．30  

5．11．2～5．11．30  

5．11．5－6．12．3  

6．2，1～6．2．13  

6．2．3～6．2．15  

McCreary 所長  

9 徐 学祖  中国・蘭州氷河凍土研究所・教  

授  

10 E．M．Chuvi1in ロシア・モスクワ大学地質学部・  

助教授  

11楽 鵬飛  中国・黒龍江省交通庁科技処・  

副処長  

12 S．Martin  アメリカ・ワシントン大学海洋  

学部・教授  

13 P．A．Truskov ロシア・サハ））ン石油天然ガス  

開発研究所・主任研究月  

14 A．T．  ロシア・サハリン石油天然ガス  

Polomoshnov 開発研究所・研究員  

6．2．3－6．2．15  

15J．Kelley  アメリカ・アラスカ大学海洋研  

究所・教授  

アメリカ・ワシントン大学海洋  

学部・教授  

6．2．5－6．2，10  

16 S．Martin  6．2．5～6．2．10  
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17 D．Esling  アメリカ・ワシントン大学海洋  

学部・教授  

18J，M．  オランダ・ライデン大学・教授  

Greenberg  

19 K Bryan  アメリカ・70リンストン大学・  

教授  

20 A．Arkhanglov ロシア・モスクワ大学・準教授  

21N．Rusakov  ロシア・ロシア葎斗学アカデミー  

ヤクーツタ永久凍土研究所・主  

任研究員  

22 V．Kunitsky  ロシア・ロシア科学アカデミー  

ヤクーツク永久凍土研究所・教  

授  

海氷研究についての研究打合せお 6．2．8～6．2．10  

よび第9回北方圏国際シンポジウ  

ム「オホーツク海と流氷」出席  

宇宙空間での氷の生成機構につい 6．2．21～6．2．25  

ての共同研究  

海洋大循環モデルの研究  6．10．27－6．10．29  

シベリア調査についての研究成果 6．2．27－6．3．7  

の打合せ  

シベリア調査についての研究成果 6．2．28～6．3．7  

の打合せ  

シベリア調査についての研究成果  6．2．28～6．3．7  

の打合せ及びセミナー出席  
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在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成6年12月1日現二在  

専  攻   1 年   2 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   0   8   8   

植物学専攻   0   0   0   

動物学専攻   0   0   0   

化学第二専攻   0   0   0   

計   0   8   8   

農学研究科  

農芸化学専攻   0   0   0   

計   0   0   0   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   22   

生態環＝境科学専攻   6   9   15   

大気海洋圏環境科学専攻   0   0   0   

計   17   20   37   

大学院博士後期  

課程学生  専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   2   9   12   

植物学専攻   0   0   2   2   

動物学専攻   0   0   

化学第二専攻   0   0   

計   2   
1   13   16   

農学研究科  

農芸化学専攻   0   0   0   0   

計   0   0   0   0   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   3   4   0   7   

生態環境科学専攻   3   0   

大気海洋圏環境科学専攻   2   0   0   

計   6   7   
0   4          2          13   

研 究 生  
所 属 部 門   人数   

海洋学部門   

動物学部門   2   

計   3   

研究テーマ  

物理学部門  
永谷 英樹 Ⅹ線回折によるクラスレート水和物の結晶構造に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

堀川信一郎クラスレート水和物の分子動力学的癖究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

名和 洋人 Ⅹ線CTによる極地氷床コアの内部構造に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

長島 和茂 氷結晶の成長機構の実験的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

西野 朋和 氷表面構造の実験的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

西山 直樹 水晶雲の光散乱特性の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

灘  浩樹 氷の表面・界面の分子動力学的研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

島田  亙 氷結晶の形態形成の実験的研究 （理学研究科 博士3年）  
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応用物理学部門  
鎌田  慈 着雪氷の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

福山  亨 氷の力学過程と再結晶に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）   

気象学部門  

小野瀬直美 氷の衝突クレーター形成の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

杉浦幸之助 風洞実験による吹雪粒子のスプラッシュ過程の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

中嶋 幸宏  

万代 英俊  

杉  紀夫  

高野 秀夫  

ソタラトフ，  

比嘉 道也  

風洞実験による吹雪発達と電荷発生過程の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

氷のクラック形成と破壊の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

氷の衝突蒸発に関する実験的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

二酸化炭素氷の圧密実験 （地球環境科学研究科 修士2年）  

S．A．地球環境に関わる雪の構造と質量輸送の研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

土星リングの起源と進化に関する氷衝突反発実験 （地球環境科学研究科 博士2年）  

海洋学部門  

川村 一広 深層循環と古気候 （理学研究科 修士2年）  

遠山有希子 オホーツク海の海氷・海洋の経年変動 （理学研究科 修士2年）  

吉田 一仝 海氷融解過程の研究 （理学研究科 修士2年）  

宮川 卓也 南極海水域のダイナミックス （理学研究科 博士1年）  

本田 明治 オホーツク海における大気一海氷相互作用 （理学研究科 博士2年）  

菊地  隆 北太平洋亜寒帯循環の生成機構 （理学研究科 博士3年）  

ルジンスキー，W．氷山融解過程の実験的研究 （理学研究科 博士3年）  

渡辺 達郎 オホーツク海の海洋循環 （理学研究科 博士3年）  

浮田 甚郎 海氷のダイナミックスの理論的研究（研究生）   

雪害科学部門  
天見 正和 氷河の変動機構 （地球環境科学研究科 修士1年）  

川島 由載 積雪の化学成分に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

坂井亜規子 氷河湖の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

八久保晶弘 積雪表面霜の形成に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

荒川 逸人 積雪の構造と透過度に関する研究 （理学研究科 修士2年）  

橋本 祥司 中～後期更新世の氷床変動の研究（地球環境科学研究科 博士1年）  

尾関 俊浩 積雪の変態の研究 （理学研究科 博士3年）   

凍上学部門  
渡辺 晋生 凍上機構の動的モデルの研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

森  淳子 周氷河地形の形成プロセス （地球環境科学研究科 修士2年）  

杉田 明史？東上機構の実験的研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

長岡 大輔 第四紀後期の高緯度および中緯度の自然環境の復元 （地球環境科学研究科 博士2年）  

仲山 智子 気候変動に伴う永久凍土の応答 （理学研究科 博士3年）  

原H鉱一郎 凍土の電気的特性の研究 （理学研究科 博士3年）   

融雪科学部門  
谷口健志郎 流域蒸発散の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

新美 和造 接地境界層の熟収支 （地球環境科学研究科 修士2年）  

中林 宏典 森林内融雪熱収支の研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

竹内由香里 雪氷一大気相互作用の研究 （理学研究科 博士3年）   

雪氷気候物理学部門  
安部 大介リトリーパル法を用いた積雲対流の力学的構造の研究 （理学研究科 修士2年）  

金田 昌樹 冬季日本海に発生する降雪雲の地形による変形に関する研究 （理学研究科 修士2年）  

鈴木 立郎 西部赤道太平洋の海洋上層の変動 （理学研究科 修士2年）  

細田 滋毅 海洋大循環モデルの開発 （理学研究科 修士2年）  

乾  朋子 海洋大循環モデルを用いたsubduction過程の研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

牛山 朋釆 西部熱帯太平洋における積雲対流に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

野中 正見 太平洋熱帯域の海洋循環 （理学研究科 博士1年）  

伊藤 進一 海洋自励振動の研究 （理学研究科 博士3年）   



植物凍害科学部門  
字梶 徳史 木本の寒冷適応機構に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

河村 幸男 植物の液胞膜生理機構と低温耐性に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

小池 倫也 小麦培養細胞のABAによる耐凍性誘導機構に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

村井 麻里 疎薬類の耐凍性機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

長尾  学 マリモの生理生態に関する研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

大平 万理 植物の核機能に関する生化学的研究 （理学研究科 博士3年）  

母坪 研巳 植物の液胞膜ATPaseの低温特性に関する生化学的研究 （理学研究科 博士3年）   

動物学部門  
石崎 高司 セリ科植物における植食者と送粉者の相互作用系 （地球環境科学研究科 修士1年）  

山鹿百合子 植食性テントウムシの集団生物学 （地球環境科学研究科 修士1年）  

小倉 純一 クモ類の造綱場所選択と資源利用様式 （地球環境科学研究科 修士2年）  

加納 佐俊 シタ植物の葉の展開様式と気候適応 （地球環境科学研究科 修士2年）  

西川  潮 北海道（冷温帯域）の河川性魚類群集成立メカニズム一環境変動、相互作用の影響の動態 （地球  

環境科学研究科 修士2年）  

村上 正志 森林群集における植物一昆虫一鳥の相互関係 （地球環境科学研究科 修士2年）  

福井 晶子 ヒヨドリと植物の相互作用系：種子分散の機構（地球環塊科学研究科 博士2年）  

大館 智志 北海道産トガリネズミ類の群集構造の解析 （理学研究科 博士3年）  

田中 一裕 クモ顆の休眠と気候適応 （研究生）  

西土 恒二 植食性昆虫における資源の利用様式 （研究生）   

生化学部門  
小澤 史 昆虫外骨格のフェノール酸化酵素前駆体に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

鶴間 章典 昆虫の細胞性免疫抑制蛋白質に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

大西 敦 寄生蜂と寄主昆虫の生理的相互作用の生化的分析（地球環境科学研究科 修士2年）  

佐藤 暖 昆虫外骨格における生体防御反応に関する研究（地球環境科学研究科 修士2年）  

野口 浩史 寄生蜂と寄主昆虫の生理的相互作用の生化的分析 （地球環境科学研究科 修士2年）  

堀江 芳典 ショウジョウバエ血球細胞由来細胞抹における生体防御反応に関する研究（地球環境科学研究科  

修士2年）  

山中  明 寄生蜂と寄主昆虫の生理的相互作用の生化的分析 （地球環境科学研究科 博士2年）  

勝見 洋一 フェノール酸化酵素前駆体カスケードを構成するセリン型タンパク質分解酵素に関する研究 （理  

学研究科 博士3年）  

平成6年12月1日現在  

熱帯西部太平洋における積雲対流系のメソスケール構造と進化の研究（雪氷気候物理学部門）  

数値モデルによる大陸の存在しない惑星での海洋熟塩大循環の研究（雪氷気候物理学部門）  

日本学術特別研究員  

振興会笠霊芸芸  
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（平成5年度）  

1．5月13日  

白岩 孝行  

前島 正義  

2．7月8日   

荒川 政彦  

深町  康   

（北海道大学低温科学研究所）  

「ネパール・ヒマヤラにおける氷河変動とモンスーン循環」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「植物液胞膜のプロトンポンプの構造と細胞機能」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「惑星をこわす」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「大陸西海岸沖における海洋循環」  

3．10月28日   

亀田 貴雄 （北見工業大学）  

「極域氷床における積雪の圧杏氷化過程」  

4．11月4日   

堀口  薫  

大串 隆之  

5．11月18日  

小杉 健二  

佐藤 晋介  

6．11月26日  

白澤 邦男  

7．2月2日  

S．Martin  

（北海道大学低温科学研究所）  

「なぜ水晶分離が起るのか？」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「世界はなぜ緑か？」  

（科学技術庁防災科学技術研究所）  

「吹雪における粒子跳躍運動の動力学」  

（北海道大学低温科学研究所）  

「冬期季節風の吹き出し方向に直交する筋状雲のメソスケール構造」  

（北大低温研附属流氷研究施設）  

「NortheastWaterPolynya（NEW）の観測計画について」  

（UniversityofWashington）  

「Alaboratorystudyofthegrowthofsaltflowersonyoungseaiceandtheireffecton  

X－bandradarbackscatter」  
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出版物（平成5年度に本研究所が出版したもの）  

低温科学 物理篇 52輯，75頁．  

低温科学 物理篇資料集 52輯，196頁．  

Contributionsfromtheinstituteoflowtemperaturescience．SeriesANo．38．  

平成6年4月1日現在  
図  書1．蔵 書 数  

図  書  雑  

仝所蔵冊数  和  書  洋  書  全所蔵種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

25，643，冊  7，733冊  17，910冊  1，247種   650種   597種   

2．年間受入数  
図  書  雉  

総受入冊数  和  書  洋   書  絵受入種類数  和 雄 誌  洋 雑 誌   

680冊   265冊   415冊   751種   412種   339種   

3．年間貸出状況  
区  

貸 出 者 数  計   貸 出 冊 数  
計  

分                   所 内  所 外  所 内  所 外   

職  月  139人  23人  162人  211冊  28冊  239冊   
院生・その他  117   38   155   177   52   229   

計   256   61   317   388   80   468   

1 土地  

札幌 33，750mz  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

797m2（公務員宿舎敷地）  

合計 38，154m2  

2 建物  

札 幌 研究棟  2，892m2  

／／  1，065m2  

低温棟  2，342m2  

車庫他  439m2  

紋 別 研究棟  449m2  

／／  183m2  

宿泊棟  338m2  

艇 庫  70m2  

車庫他  132m2  
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125m2（昭40．  

81m2（昭47．  

116m2（昭53．   

3m2（昭60．  

問寒別 雪崩観測室  

苫小牧 凍上観測室  

母子里 融雪観測室  

渓流観測室  

計  

合計  

8，235m2  

（8，467m2）（公務員宿舎を含む）  
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技術部は第1～第3機器開発室、電子測定機器室、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）  

の観測解析重から構成され、それぞれの専門の技術職貝をもっている。そこでは研究支援のた  

め次のような重要な役割を担っている。①実験装置や計測・観測器材の設計および製作 ②各  

種の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装  

置を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。①氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった ②超高真空氷膜作  

成、評価装置：彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下－263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③電気伝導度測定装置（EMC）：南極ドーム氷  

床掘削現場で使用する氷コアの解析装置。長さ2mの氷試料の伝導度が連続測定できる。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別j巷に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子測定機器室では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ド  

ップラー、 ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に  

関する技術相談にも応じている。成果の一例として、（》超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコ  

ンのインターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineer－  

ingWorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクへの書き込み、  

読みだしプログラムの開発 ④ドップラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとりくんでいる。   

技術部組織図  

先任技術専門職月  

技術官  

技術官  

技術官   

技術官   

技術官   

技術官  

機器開発技術主任  

技術班長  技術部長一副技術部長  

（教官兼任） （教官兼任）  

所 長  

観測解析技術主任  

機器開発室での作業風景   サロマ湖周辺での気象観測風景  
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一般低温室 甘苦彗。亨  
中 低 温 峯  
0℃山一20℃  

準 備 事  
0℃－－20℃  

一‘   宰                  印1  

0℃→－20℃  

大型低温室 0℃－－30℃  

低温風洞重 曹謹書。宕  

極低温室 墓精窒＝喜3壱  

精密低温主  

計  

22室（182血2）  

2室（61m2）  

2室（94m2）  

3室（30m2）  

1室（86m3）  

2室（157m2）  

2室（18m望）  

2室（24m2）  

36室（652m3）  

1 機械類  

ユニット冷凍機  

2基（風洞系プライン用）  

2基（－28℃プライン用）  

2基（－48℃プライン用）  

冷  凍  機  2基（極低温室直冷用）  

クーリングタワー  2基   

操作監視盤  2面   

自家用発電機 1基  

2 面 積  

低温機械室 287m8   

監  硯  室 32m2   

自 家発電室 32m2  

計  351m2  

雪崩観測室   

雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続  

的に観測、実験するため北大天塩地方演習林内（問  

寒別）に設置されている。   

凍上観測室   

凍上現象を継続的に観測するため野外現場を設  

定し、併せて凍上防止対策を基礎的に研究するた  

め、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。   

融雪観測室   

融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構など  

を調査研究するため、北大雨竜地方演習林内（母  

子里）に設置されている。  
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1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回折装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．X線回析装置  

8．万能材料試験機  

9．光ファイバー流速計  

10．低温風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

11．テンシロン万能試験機  

12．リアルタイム画像アナログ高速  

システム  

13．自記式流向流速計  

14．オートラブ誘導起電式塩分計  

15．シェリーレン法測定装置  

16．研究室用超音波流速計  

17．誘電率計  

18．冷凍顕微鏡  

19．プログラムフリーザー  

20．高分解能核磁気共鳴装置  

21．顕微鏡用薄片作成機  

22．高感度イオン分析システム  

23．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

24．綜合気象観測システムーSOLAMAME  

25．画像処理装置  

26．水分検層自動計測システム  

27．高感度示差走査熱量計  

28．凍上試験装置  

29．電気探査装置  

30．細胞膜超微流動測定装置  

31．レーザー低温顕微鏡  

32．光学顕微鏡用画像処理システム  

33．係留ゾンデシステム  

34．水文気象観測システム  

35．高速液体クロマトグラフ  

36．液体シンチレーションカウンター  

37．放射線監視システム  

38．気象衛星受画装置  

39．ドップラーソーダーシステム  

40．ラジオゾンデ自動追跡装置  

41．高速三次元トノブラーレーダー装置  

42．ゾンデ回収用受信装置  

43．霧警報装置  

44．大気境界層観測用レーダーシステム  

45．流氷観測用レーダー  

係留ゾンデシステム  

マッハツェンダー干渉装置  

46．FM無線電話装置  

47．流：氷レーダー信号処理装置  

48．レーダー映像記録再生装置  

49．超音波波高計  

50．流氷領域気象海象観測システム  

51．超小型超音波風速温度計  

52．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  

53．気象海象データ光伝送システム  

54．CTD測定システム  

55．万能材料試験機（インストロン）  

56．マイクロ波掃引信号発生器  

57．高速度動作解析システム  

58．リモートセンシングシステム  
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